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あなたと町を結ぶ広報
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今月の表紙 

ふるさとの伝統芸能を浪江で再び
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８月12日・13日に2017なみえの夏まつりを開催

しました。

12日は「心のイノベーション笑夏」、13日は「サ

マーフェスティバルなみえ」として開催し、昼間に

行われた「まるしぇの日」と合わせて、２日間で約

２千人が来場されました。

12日のステージは、ものまねタレント ホリさんに

よる『ホリものまねライブ』、東京都ヘブンアーティ

ストの『大道芸』、YAHAさんの『ファイヤーショー』

により会場は笑顔で盛り上がり、13日はマジカルバ

ルルーンYesによる歌を交えた『バルーンショー』、

BRONZE道心の『復興応援ライブ』、SAILINGのライ

ブにより会場は歌声に包まれました。さらに、両日

にわたって浪江町出身の宗像美樹さんの『歌唱ス

テージ』、同じく浪江町出身の常盤梨花さんがメン

バーのドリームカラーズによる『歌とトーク』があ

り、来場者の皆さんはその歌声とトークに魅了され

ました。２日間をとおして大盛況のステージでした。

一方、会場は浪江町の石井農園をはじめ、喜多方

ラーメン、牛タンの串焼、かき氷などの屋台、移動水

族館や浪江消防署による消防士体験など様々なブース

により、子ども連れの家族などで賑わいました。

夏祭り終盤には、町内で７年振りとなる盆踊りが

川添芸能保存会のおはやしで始まり、やぐらを囲ん

で、高齢の方からお子さんまで、みんなで一緒に盆

踊りを楽しみました。フィナーレは町民の願いを乗

せた700発の色鮮やかな花火が夜空を飾り、会場は

大きな歓声と拍手に包まれました。
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＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

そらいろ接骨院（旧 石澤接骨院）
　代表　石澤　賢一
〒310－0853
茨城県水戸市平須町1820－213
（県道50号 山新平須店向い）
　029（297）1414

Rider’s．Cafe Inch-Quarter
　代表　関根　明
〒969－1301
福島県安達郡大玉村大山東78
　090（2842）9839
営業時間　11時～17時　定休日　火・水曜日

　企画財政課情報統計係　　0240（34）0241

町内で営業を
再開しました
町内で営業を
再開しました
町内で営業を
再開しました

　

ヘアーカット 髪優
　代表　吉田　ミサ子

〒979－1504　浪江町大字酒田字上原29－4
　 080（5568）9849
…………………………………………………
●営業時間　９時～16時
●営 業 日　水～土曜日（予約優先）

　産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

かみ ゆう

誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！  片付け 清 掃
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用いただけます。
現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続の中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続が終了している20,605件のうち、８割強である16,975件※2が和解成立に至っています。

※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成29年７月末現在の件数です。（速報値）

　　　　　　　　居住制限区域（浪江町）から避難した申立人夫婦の申立てにおい
て、避難により退職を余儀なくされた申立人夫の就労不能損害について、避難中に同申立
人が鬱状態に陥ったことや、避難中に就職したものの勤務時間が制限されていること等の
事情を考慮して、同申立人の事故前勤務先の定年退職予定月である平成28年６月分まで
の減収分（影響割合10割）が賠償された事例（1217）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155

うつ
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みんなでともに
乗り越えよう
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賠償請求賠償請求いつか役に立つ

法 律
知 識

No.9

弁護士　大橋　征平

放
棄
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
相
続
放
棄
で
き
る
期
間
で
す
が
、
相
続
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
３
か
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
親
な
ど
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
３
か
月
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
続
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
ら
な
い
場
合
に
は
、
何
年
経
っ
て
も
期

間
は
満
了
せ
ず
、
知
っ
て
か
ら
３
か
月
以
内

で
あ
れ
ば
、
相
続
放
棄
が
で
き
ま
す
。

　
親
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら

３
か
月
以
上
経
っ
て
、
親
に
借
金
が
あ
っ
た

と
分
か
っ
た
が
相
続
放
棄
を
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
え
ま
す
。
こ
の
場

合
、
相
続
放
棄
の
手
続
を
取
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
当
然
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
場
合
を
救
済
す
る
た
め
、
プ
ラ
ス

も
マ
イ
ナ
ス
も
含
め
て
遺
産
が
な
い
と
信

じ
、
信
じ
た
こ
と
に
相
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
に
は
、
遺
産
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
か
ら

３
か
月
以
内
に
相
続
放
棄
を
す
れ
ば
良
い
と

し
た
判
例
も
あ
り
ま
す
。
３
か
月
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
に
も
、
諦
め
ず
弁
護
士
に
相

談
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
今
回
と
次
回
は
相
続
放
棄
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
相
続
放
棄
は
、
相
談
が
多
い
分
野

で
す
の
で
、
少
し
詳
し
く
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
相
続
が
発
生
し
た
際
、
遺
産
が
借
金
の
み

と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相
続
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
も
受
け
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の

ま
ま
相
続
す
れ
ば
、
相
続
人
は
、
損
を
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
避
け
た

い
と
思
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
借
金
を
相
続
し
な

く
て
済
む
方
法
が
相
続
放
棄
で
す
。
民
法
は
、

相
続
放
棄
を
す
る
と
初
め
か
ら
相
続
人
で
は

な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

初
め
か
ら
相
続
人
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、

借
金
を
相
続
し
な
い
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
、
借
金
だ
け
放
棄
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
相
続
放
棄

を
す
る
と
初
め
か
ら
相
続
人
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
プ
ラ
ス
の
遺
産

も
受
け
継
が
な
く
な
り
ま
す
。
借
金
だ
け
の

相
続
放
棄
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は お済みですか？
賠償請求賠償請求賠償請求 住居確保損害（持ち家）第５回

　東京電力の賠償は損害項目が多岐にわたっています。損害項目別にシリー

ズ化して解説しますので、ご一読ください。第５回は「住居確保損害（持

ち家）」です。「住居確保損害（借家）」は次回以降に解説します。

　　総合窓口課賠償支援係　　0243（62）1105

＜賠償請求のポイント＞
 ●町内で同居していた方それぞれの住居確保に
　係る費用を合算して請求する。
 ●賠償可能金額の範囲で何度でも請求できる。
　ただし、「合理的な期間まで請求できる」とさ
　れており、今のところ終期は決まっていません。
 ●車庫、防災設備、太陽光発電設備など、住居
　に係る費用であれば、幅広く請求できる。

≪南相馬市弁護士相談会について≫
　浪江町は南相馬市と連携して賠償支援を進めています。南相馬市が実施する賠償全般の無料弁護士
相談会に参加いただけますので、ぜひ、ご活用ください。
　　日　時：9月30日（土） 11 時～16時 30分（予約不要）
　　場　所：浮舟文化会館　第２研修室（南相馬市小高区本町二丁目89-1）

２ 賠償上限金額（賠償可能金額）の変更について
　以下の時点で変更されています。最新の請求
書を取得し、賠償上限金額を確認の上ご請求く
ださい。
 ●原子力損害賠償紛争解決審査会における標準
　宅地単価の変更（平成29年１月31日）
 ●旧避難指示解除準備区域および旧居住制限区
　域に対する宅地・建物・借地の残分12か月／
　72か月の支払い（平成29年３月より順次支払い）

　内　　容
１ 賠償範囲について
　住居確保損害（持ち家）は、「避難先で家を新築する」、「町内の自宅を修繕する」等、住居確保に
かかる費用について賠償されます。この賠償は、宅地・建物・借地権の賠償金額を超えて、住居確保
の費用が発生した場合に、「賠償可能金額」の範囲で賠償されます。

土地・建物・家財について　 0120（926）596
受付時間：9時～19時（月～金曜日（祝日を除く））
　　　　　9時～17時（土・日曜日、祝日）

東京電力
連 絡 先

請求のイメージ図

＜例＞町内で同居していた二世帯について、①子世帯は平成26年に避難先で中古物件

を購入し、②父母世帯は平成29年に町内の自宅を修繕の上帰還。その後、③平成30年

に子世帯が中古物件をリフォームした場合。

【イメージ図の解説】

①子世帯の中古物件購入費用1300万円は、「宅地・

　建物・借地権」の賠償額1500万円を超えないた

　め、その時点では住居確保損害は請求できません。

②しかし、父母世帯の自宅修繕費用1200万円と

　合算すると2500万円になり、「宅地・建物・借

　地権」の賠償額1500万円を超えた1000万円を

　「住居確保損害」として賠償請求ができます。

③また後日に、子世帯の中古物件をリフォームし

　た費用700万円を、「住居確保損害」の賠償可

　能金額の残額500万円まで賠償請求できます。

　賠償上限金額を超えた200万円は自己負担とな

　ります。

200万円自己負担 費
用
の
内
訳住

居
確
保
損
害
の

賠
償
可
能
金
額

A

宅
地
・
建
物
・

借
地
権
の

賠
償
金
額

B

1500万円

請求２回目
500万円

賠償上限金額
3000万円

A+B

請求１回目
1000万円

①
中古物件
購入費用
1300万円

②
自宅修繕
費用

1200万円

③
リフォーム
費用
700万円
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リピート山中さんの伸びやかな歌声と楽しいトークで、

おもわずみんな、笑って！歌って！体を動かしてしまう！

みんなで楽しいひとときを過ごしましょう！
　

開催日　９月29日（金）
場　所　浪江町地域スポーツセンター

浪江町大字権現堂字下馬洗田5－2

プログラム
12時45分～　町民によるダンベル披露

●創作ダンベル

　（姫神「あの遠く遥かな声」の曲にあわせて）

●男前ダンベル

13時～14時　リピート山中さんミニライブ

持ち物　飲み物、普段着でＯＫ！

申込不要。当日会場までお越しください！

ゲスト リピート山中さん
兵庫県神戸市出身・在住。シン
ガーソングライター。
代表曲「ヨーデル食べ放題！」ほか、
メディカルソング分野を開拓。
震災の年から毎年、東北へ。
「ロコモかしこもさびないで」を
ひっさげて被災地支援に取り組む！
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　健康保険課健康係 　0240（34）0249
　0243（62）0168

���������������

��

��������������
������
����

�������������������

��������������������

�������������������

��������������
�����
��

�������	
��

��������		
���
���

�������	
��

�������������

����������	�

����������

������������

�������	����
��
�

���������	
������

�������	
��
���

�����������������

�������	
��������

���

�������	�
��
�����

��������

��������	
��

����������	
��
�������������	��������

��������	
��
��
������������������������

�������	
���
�������	�

��������	
��
���������������	




����

���������������	
�
�������	�

����������������
���������	
������
��

�����������������	
�����

�������	
���
������������
��������	
��
������

� � � � ��
����������������������������

���������������

��
��
��
��
��
��
��
��

����
�������	
��
���

�������	
��
�

������

�������	
��
�

�������	
��
�

��������

�������	
����
����
�

�������	
�

�����
������

��������

�������	
��

�������	
��

�������	
��

�������	�

�������	
��
���	��

�������	
��
������

��������

�������	
��
������

�������	
��
������

������
�����
�������������������
�������	
��
���

�������	
��
����������������

�������	
��
�����������������

�������	
��
���������� �������

�������	
���
��������

９月９日から「第11回市町村対抗福島県軟式

野球大会」が開成山野球場、あづま球場、しらさ

わグリーンパーク野球場、牡丹台野球場で開催さ

れます。浪江町代表選手の皆さんが浪江町を盛り

上げるため、優勝目指してがんばります。

皆さまの応援よろしくお願いいたします。

　■浪江町の初戦

日時：９月10日（日）８時30分～
　　　第１試合　対　矢吹町
会場：しらさわグリーンパーク野球場
　　　（本宮市）

■浪江町代表軟式野球チーム
●代表（部長）　叶谷文平

●監督　　　　松塚和範

●主将　　　　佐藤明人

●選手

佐藤孝明・松村光治・大友隆史・萩原世界・

大内直挙・牛渡三四郎・山田好彦・

石沢直樹・松本孝洋・千葉　彰・玉野裕一・

吉田　匠・佐藤勝人・栗原一旗・藤田知宏・

田中康裕・関根佑樹・吉野聖光・志賀　司・

佐藤達郎・松本清秋・志賀裕徳・浦島隆志・

栗原優輝・金谷将志

　教育委員会事務局生涯学習係　　0240（34）0253

軟式野球大会の　　　お願いします軟式野球大会の　　　お願いします応援応援応援
●

●

●

●

●

●

●

●
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今年度も、南相馬市内で未就学児とその保護者を対象とした子育てサロン「ぽかぽかテ

ラス」を開催しています。暑い日が続いていますが、お体に気をつけ、お子さんと一緒に

気軽に遊びに来てください！

●日　時　
９月20日（水）　10時～11時30分

●場　所　
高平生涯学習センター

（南相馬市原町区下高平字寺前155－1）

※かもめっ子クラブと同じ会場です。

●内　容　
食育について（おやつの注意点など）

●申込み　
９月13日（水）までに教育委員会事務局子
育て支援係へ電話でお申込みください。

　教育委員会事務局子育て支援係　　0240（34）0252

今回は、第３回・第４回子育てサロン「ぽかぽかテラス」の
ご案内をします。

第３回 子育てサロン
 「ぽかぽかテラス」

●日　時　
10月６日（金）　10時～11時30分

●場　所　
高平生涯学習センター

（南相馬市原町区下高平字寺前155－1）

※かもめっ子クラブと同じ会場です。

●内　容　
ハンドマッサージなど

●申込み　
９月29日（金）までに教育委員会事務局子
育て支援係へ電話でお申込みください。

第４回 子育てサロン
 「ぽかぽかテラス」

浪江にじいろこども園
見学会のご案内

７月31日に完成しました「浪江にじいろこども園」の見学会等を行います。

皆さん、ぜひご参加ください。

日　時
10月２日（月）から10月31日（火）

までの９時から17時までの間　
場　所
浪江にじいろこども園

〒979－1513 浪江町大字

幾世橋字来福寺西39番地

（浪江町立東中学校（改修中）

の南西部）　
内　容
園舎内案内、教育・保育内容

等説明　
受　付
見学を希望される場合は、希

望日の３日前までに下記問合

せ先に「希望日・時間」のご

連絡をお願いします。

　教育委員会事務局子育て支援係　　0240（34）0252



アインシュタインの受賞理由

なぜ放射線は人体に影響を与えるか

����

弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課放射線対策係内）  　0240（34）3657

　弘前大学浪江町復興支援室では、仮設住宅や復興公営住宅の集会所で平成27年度から
浪江町民の皆さまと放射線に関する対話集会「おしゃべり会」を開催しています。
　放射線の気になること、わからないこと、健康への影響など、なんでも質問してください。
　皆さまのご参加お待ちしています。

「おしゃべり会」開催のお知らせ

「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」
開催のお知らせ

開催日時・場所

9 月 5 日 (火)
　15時～16時30分　
　浪江町地域スポーツセンター会議室(浪江町)

9 月６日 (水)
　10時～11時30分　
　北原団地集会所(南相馬市) 

10月5日(木)
　10時～11時30分　
　桑折駅前団地集会所(桑折町)
　14時～15時30分　
　石倉団地集会所(二本松市)

10月26日(木)
　10時～11時30分
　宮沢団地集会所(いわき市)

りんごの生産量日本一の弘前市にある弘前大
学が開催するため「あっぷる」と名付けました。
りんご(あっぷる)は、「1日1個のりんごは医者
を遠ざける」と昔から言われ、血液サラサラ効
果、美肌・老化防止に効果があります。

「あっぷるサロン」とは・・・

　8月1日に第１回として「アロマ石鹸づくり」を開催しました。
(20名参加)
　血圧を気にされている方が多く、普段の食生活における減塩
の工夫について尋ねました。
●家でインスタントラーメンを作るときは、添え付けのスープを
　半分だけ使用する。
●市販のポン酢ではなく、塩分量を計った自作のもの使っている。
●醤油は少量で、酢を加えて味付けしている。
　など、参加者からはいろいろな工夫が発表されました。
　また、よい香りのするアロマ石鹸を全員で作成し、お持ち帰り
いただきました。

【あっぷるサロン】
～血圧と食事についてみなさんでお話ししませんか～

参加者から健康相談員への質問場面

次回の開催日時・場所

9月12日（火） 13時30分～15時
浪江町地域スポーツセンター会議室（浪江町）
予約不要・参加費無料です。どうぞお気軽にご参加ください。

................................................
.

弘前大学と放射線について一緒にお話ししませんか
（予約不要・参加無料）

アルベルト・アインシュタイン
（1879-1955）

1921年 ノーベル物理学賞受賞

放射線豆 知識
　こんにちは。放射線相談員の西垣です。
　日々、放射線に関する疑問や不安にお答えしていますが、その中で『放射線がどんなものか
イメージが難しいために生じる不安』が多く見受けられるよう感じます。そこで、まずは放射線
はどのようなもので何に気を付けなければならないか、別の角度から眺めることで、イメージを
掴んでもらうために企画しました。
　今回のテーマは“アインシュタインとノーベル賞”です。なぜ放射線の話をするのに『アインシュ
タインが出てくるのか？』と不思議に思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、実は、放射
線が人体に影響を与える仕組みとアインシュタインのノーベル賞は深く関係しているのです。

　　健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

　突然ですが、アインシュタインはどのような研
究でノーベル賞を受賞したかをご存知ですか？
　実はあの有名な相対性理論ではなく、放射
線の性質とも関わる “光電効果” の研究によっ
てノーベル賞を受賞しました。
　“光電効果” を簡単に説明すると、金属に光
を当てると金属から電子が飛び出す現象のこと
です。電子とは電気のもとのようなもので、皆
さんが使われている電気で動くものは全てこの
電子の流れ、“電流” が流れることで動いてい
ます。
　光電効果はアインシュタインの生まれる前か
ら知られていましたが、なぜ光電効果が起こる
のかは誰も説明できませんでした。アインシュ
タインは、この光電効果の仕組みを解明して
ノーベル賞を受賞したのです。

　普段私たちが見ている光よりも、もっと強い
エネルギーを持った光は金属から電子をはじき
出すだけにとどまらず、あらゆる物質中の電子
をはじき出すようになります。例えば、人の体
の細胞の中にあるDNAから電子がはじき出さ
れると、DNAは傷つき、それが原因となって
がんが発生することがあります。そしてこの “強
いエネルギーを持った光” が放射線の一種であ
るγ線（ガンマ線）やX線（エックス線）なのです。

アインシュタインと
ノーベル賞

今回のポイント

● 光は物質から電子をはじき出す、光電効果を起こす。
●アインシュタインは光電効果を説明してノーベル賞を受賞した。
●ガンマ線やエックス線は強いエネルギーを持った光である。

アインシュタインの受賞理由アインシュタインの受賞理由

なぜ放射線は人体に影響を与えるかなぜ放射線は人体に影響を与えるか
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「あっぷるサロン」



☆優　勝　Team S S B

☆準優勝　クララーズ

　第３位　双葉警察署

　第３位　井手スポーツクラブ

７月15日、本宮市の白沢運動場にて、浪江町長
杯ソフトボール大会が開催されました。
当日は猛暑日となりましたが、選手の皆さんは
暑さを感じさせない活気あふれる動きでソフト
ボールを楽しみました。結果は次のとおりです。

優勝チーム　Team  SSB優勝チーム　Team  SSB優勝チーム　Team  SSB

８月２日　塚原幸一様
　　　　　（木製の“無事カエル像”
　　　　　　みこし用と玄関等据置用）

８月４日　なみえ絆いわき会様
　　　　　　　　　　　（七夕飾り）

８月１日　武田彰二様（義援金）

７月20日　昭和41年卒業浪江高等学校
　　　　　３年４組卒業生有志様
　　　　　　　　　　　　（義援金）

８月４日　山崎造園　山崎邦彦様
　　　　　（義援金・ストロー工芸品）

みなさまから義援金等をお届けいただきました。

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

優勝チーム　Team  SSB

６月25日、一般社団法人福島県猟友会主催の

支部対抗安全狩猟射撃大会が福島市クレー射撃

場で開催され、参加した浪江支部は、26チーム

中３位の成績を収めました。

町内でイノシシ等の捕獲隊として活躍されて

いる浪江支部の技術向上により、安全な捕獲活

動が実施されています。

【軟式野球競技】

　　優　勝　１回戦　対　葛尾村　４－１
　　　　　　準決勝　対　双葉町　７－０

　　　　　　決　勝　対　広野町　６－６

　　　　　　（ジャンケンの勝ち数で勝敗を決定）

【バレーボール競技】

　　リーグ戦により惜敗

【剣道競技】　渡邊さん　第３位

　　　　　　　藤川さん　１回戦惜敗

７月９日、双葉郡8町村が参加する「双葉郡スポーツ交流大会」
が浪江町地域スポーツセンターを主会場として開催されました。
（屋外競技は広野町で実施）
浪江町内でスポーツ大会が開催されるのは、震災後初めてのこ
とで、開会式では、浪江町バレーボールチーム代表の池田かおる
さんが選手宣誓を行いました。
浪江町は、軟式野球、バレーボール、剣道の三種目に出場しま
した。
結果は次のとおりです。

�����������	
�����



9月は

11時～14時
９日 土

11時～14時
10日 日

毎月
第2土曜・

日曜は

まるしぇの
日♪

10月は
14日（土）15日（日）に

まるしぇオープン１周年記念を
開催予定！

ふるまい！
山形芋煮カレーうどん寄合に
よる　山形芋煮カレーうどん

カラオケ大会
の出場方法

三角くじ！
まるしぇ内のお店３店舗で
スタンプをもらうと、三角
くじ１回抽選！からくじなし
で賞品をご用意！

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。

各日先着150食

①11時～バンド演奏  ＡＮＡＫ（茨城県）
②12時～トロンボーン四重奏　
　　　　  Ｔrombone Quartet luce（埼玉県）
③13時～カラオケ大会　
　　　　  ※出場方法については下記をご確認ください。

①11時～ピアノ弾き語りとベースによる演奏
　　　　  清永 雅也（埼玉県）
②12時～ピアノ弾き語り 
　　　　  児玉 国弘（千葉県）
③13時～カラオケ大会　
　　　　  ※出場方法については下記をご確認ください。

９日
（土）

10日
（日）

ステージ
イベント

産業振興課商工労働係  　0240（34）0247

まるしぇの日イベントに出演する団体を募集しています。
１日当たり２団体、出演時間 30分程度、既定の謝礼をお
支払いします。詳しくは、町ホームページをご覧いただ
くか、産業振興課までお問合せください。

イベント出演者募集！

12日（土）
13日（日）に
開催しました！

12日（土）
13日（日）に
開催しました！

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

出場を希望する方は、当日ＣＤの音源を持って本部（くじ引きをするテント）に
てお申込みください。両日とも、先着８名までご出演いただけます。８名に達し
た時点で申込みを打ち切りますので、あらかじめご了承ください。
　※音源はＣＤのみ対応可能です。カセットテープは不可。

ヘブンアーティストヘブンアーティスト

マジカルバルルーン Yesマジカルバルルーン Yes ふるまい！
うなぎの肝焼き・焼き鳥
ふるまい！
うなぎの肝焼き・焼き鳥

Freestyle footballer
Tommy
Freestyle footballer
Tommy

宗像美樹宗像美樹

ArtiSTAREArtiSTARE

8月は8月は

����

12日（土）
13日（日）に
開催しました！

ヘブンアーティスト

マジカルバルルーン Yes ふるまい！
うなぎの肝焼き・焼き鳥

Freestyle footballer
Tommy

宗像美樹

ArtiSTARE

8月は

今年の相馬野馬追は、７月29日～31日の
３日間にわたって開催され、宇多郷、北
郷、中ノ郷、小高郷、標葉郷の５つの郷が
出陣。浪江町、双葉町、大熊町からなる標
葉郷からは45騎が出陣しました。
29日、標葉郷は震災後初めて南相馬市小
高区内を行列し、雲雀ヶ原祭場へも騎乗に
て入場しました。
30日の本祭りは、南相馬市原町区内の勇
壮なお行列、雲雀ヶ原祭場での白熱の甲冑
競馬と神旗争奪戦に、全国から集まった皆
さんから熱い声援と惜しみない拍手が送ら
れました。
また、31日には多くの馬の中から神のお
ぼし召しにかなう馬を捕らえて奉納する神
事である、野馬懸が小高神社において行わ
れました。

�����������	
�����

��������	
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浪江診療所でインフルエンザワクチン接種を受けることが
できます。ワクチン接種を希望される方は浪江診療所にお問
合せください。
※ワクチン在庫確認のため、事前に電話していただきますよ
うお願いします。
一般健康診断等の文書作成も対応していますので、希望さ
れる方は事前にお問合せください。

浪江診療所からのお知らせ

　浪江診療所　　0240（23）6173

９月５日（火）、９月７日（木）は
休診とさせていただきます。
内服しているお薬の残量に注意
し余裕をもって受診ください。

休診のお知らせ

７
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
退

職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

【
任
期
付
職
員
】

　
＊
森
田　

貴
之

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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●と　き　11月25日（土）・26日（日）
●場　所　浪江町地域スポーツセンター
　　　　　（浪江町大字権現堂字下馬洗田5－2）

……………………………………………　
福島県開催「ふるさとの祭り2017」も同時開催
県内外の伝統芸能が浪江町に集結！
また、ロボットやドローンが体験できるイベントも開催！
そのほかにも、たくさんの催し物があるよ♪

　浪江町商工会　　0243（22）9100

今年は７年振りに浪江町で開催 !!今年は７年振りに浪江町で開催 !!今年は７年振りに浪江町で開催 !!

復興なみえ町 十日市祭

●と　き　11月12日（日）
●場　所　二本松市市民交流センター
　　　　　（二本松市本町2丁目3－1）

……………………………………………　
これまでの二本松市民の方々とのつながりも大切に！
二本松でも、ぜひお楽しみください。
無料ふるまいコーナーなどお楽しみも盛りだくさん♪

プレ 十日市＆感謝祭
in二本松
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ごみの出し方は、
市町村によって違います

ごみの分別方法や出し方は、お住まいの市町村によ
り異なります。それぞれ決められたごみの出し方を遵
守してください。
また、買い物の時にエコバックを持参してレジ袋を
もらわないようにするなど、ごみの減量化・リサイク
ル（再利用）を日々の生活から心掛けましょう。
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

なみえタブレット 通 信

　浪江町の放射線量がわかるアプリ「なみえ放射線情報」がより便利になりました。
注目は、「お気に入り地点の登録」。あなたの好きな地点を登録しておくことで、
簡単にデータを確認することができるようになりました。

　9月30日（土）に富岡町で開催される『ふたばワールド
2017 in とみおか』にタブレットブースも出展します！
　普段の操作で困っているお悩みから新しい機能の使い方
まで、この機会にぜひご相談ください。
　大人気タブレットキャラクターのうけどんが登場します！

　会場内でうけどんと一緒に写真を撮って、なみえ新聞に
投稿しよう！投稿してくれた方には「うけどんファミリー
シール」をプレゼント。タブレットをお持ちでない方も参
加できます。お気軽に浪江町のブースにお越しください。

◆「なみえ放射線情報」がリニューアル！

◆【9月30日】ふたばワールドでタブレット相談会開催

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料

お気に入りの地点を登録できるようになりました

当日なみえ新聞に
写真投稿してくれた方にうけどんグッズプレゼント！

☎ 0800（919）3287 （平日9時～17時15分） 
タブレットに関する
お問合せ

　ChromeかSafariで下記URLを入力するか、右のＱＲ
コードをスマートフォンで読み取って、なみえ新聞の利用
登録をお願いします。

スマートフォンでも「なみえ新聞」が見られます！

https://news.namie-tablet.jp/

※お気に入り地点で表示されるグラフは、登録した地点から半径 500メートル以内の情報です。

お気に入り地点を登録する
には、地図画面から登録し
たい地点で “長押し”。
その後は画面の指示に従っ
て操作を進めてください。
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建退共 検索

消防署からのお知らせ

浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119火事と救急は119番

台風からの被害を低減するために！

「火の用心  ことばを形に  習慣に」平成２９年度
全国統一防火標語

消防署
連絡先

９月は台風が多い時期です。毎年台風による被害が全国各地で報告されています。
今回は台風被害を少しでも低減するためのポイントを紹介します。

台風の被害により怪我をされたり、最悪の場合は死に至ることもあります。
これらのポイントに注意して安全にお過ごしください。

非常用品を備蓄しておく。

近隣の建物や道路を知る。

最新の台風情報を確認する。

家の周りを再点検する。

用水路、海岸の見回りはやめる。

不要な外出は控える。

PointPoin

1
PointPoin

2
PointPoin

3

PointPoin

4
PointPoin

5
PointPoin

6

台風情報
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ
して福島第一原子力発電所の事故により、町内全域
に出されていた避難指示は、平成29年３月31日に
「帰還困難区域」を除き解除されましたが、多くの
浪江町民は福島県内外に分散避難をしています。長
期化する避難生活、先の見えない不安の中で、町民
の皆さんがどのような思いで生活し、ふるさとへの
思いを抱いているのか。
　こうした町民の思いをつなげるため一般社団法人
東北圏地域づくりコンソーシアム（※）が中心となり、
全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さんが取材を進め、
浪江町との連携のもと「浪江のこころ通信」が編
集・発行されています。
　この“浪江のこころプロジェクト”は、町民の皆
さんの声を「浪江のこころ通信」を通してお届け
し、ふるさと浪江町がかつての暮らしを取り戻すこ
とへの願いとこだわりを発信・共有しようとするも
のです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第75号 ●

故郷を遠く離れて生活を続けている中学
生・高校生・大学生の皆さんから、浪江町
で過ごした日々の思い出や最近の出来事を
聞かせていただくため、原稿募集を行いま
した。
応募いただいた原稿をご紹介します。

「浪江のこころ通信／第75号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593

特 別 編
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本田　菜々さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 鍋嶋
取材日：７月16日

夢は東北の高校に女子野球部を創設すること

小学校6年生の時から硬式野球を始めた菜々さん。
女子硬式野球の強豪校への進学を機に、家族で埼玉県加須市
に転居しました。
自分のがんばりが浪江町の
人たちの元気につながればと
練習に励む日々です。

◆
「
マ
ド
ン
ナ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
憧
れ

私
は
今
、
埼
玉
県
加
須
市
に
あ
る

平
成
国
際
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

で
学
び
な
が
ら
硬
式
野
球
部
に
所
属

し
、
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

平
成
国
際
大
学
の
女
子
野
球
チ
ー
ム

は
、
全
国
で
１
、
２
位
を
争
う
強
豪

校
で
部
員
は
41
人
。
今
は
、
D
H

（
指
名
打
者
）
で
試
合
に
出
て
い
ま

す
が
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
セ
ン
タ
ー

で
す
。
現
在
、
女
子
硬

式
野
球
は
、
中
学
、
高

校
、
大
学
の
チ
ー
ム
や

企
業
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

が
関
東
と
関
西
地
域
を

中
心
に
30
数
チ
ー
ム
あ

り
、
年
間
を
通
し
て

様
々
な
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
の

選
手
か
ら
選
抜
さ
れ
た

「
マ
ド
ン
ナ
ジ
ャ
パ

ン
」
は
、
女
子
野
球

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
５

連
覇
、
世
界
ナ
ン
バ
ー

１
の
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
大
学
の
先
輩
に
は

日
本
代
表
「
マ
ド
ン
ナ

ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
活
躍
す
る
選
手

も
い
て
、
私
の
憧
れ
で
す
。

◆
父
や
母
の
応
援
に
支
え
ら
れ

我
が
家
は
、
父
は
町
の
代
表
と
し

て
市
町
村
対
抗
野
球
に
出
場
、
3
年

前
に
は
、「
オ
ー
ル
い
わ
き
ク
ラ
ブ
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
西
武
ド
ー
ム
で

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
格
好
良
か
っ
た

で
す
。
兄
や
姉
も
小
・
中
・
高
校
時

代
に
は
、
野
球
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
た
野
球
一
家
で
す
。

震
災
の
時
、
私
は
小
学
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
で
、
硬
式
野
球
を
始
め
た

頃
で
し
た
。
震
災
で
、
所
属
し
て
い
た

相
双
中
央
シ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
避
難

で
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
私
は
福
島
シ
ニ

ア
に
入
部
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
40

人
、
女
子
は
私
一
人
で
し
た
。
野
球
が

好
き
で
し
た
か
ら
、
男
子
ば
か
り
の
中

に
い
て
も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

震
災
前
か
ら
、
高
校
は
野
球
の
強

豪
校
に
進
学
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
震
災
後
、
希
望
ど
お
り
花
咲
徳
栄

高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
家
族

そ
ろ
っ
て
、
埼
玉
に
転
居
し
ま
し
た
。

父
母
と
姉
の
4
人
暮
ら
し
で
す
が
、
父

は
職
場
が
福
島
な
の
で
、
ウ
イ
ー
ク

デ
ー
は
職
場
近
く
の
会
社
の
社
宅
に
居

て
、
週
末
に
な
る
と
埼
玉
の
家
に
帰
っ

て
く
る
と
い
う
生
活
で
す
。
家
族
の
理

解
と
応
援
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
好
き

な
道
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

◆
夢
は
女
子
野
球
部
の
創
設

大
学
に
自
転
車
で
通
学
、
月
曜
日

以
外
は
4
コ
マ
の
授
業
の
後
、
3
〜
4

時
間
野
球
の
練
習
を
す
る
と
い
う
毎
日

で
す
。
大
学
に
女
子
野
球
部
の
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
な
く
、
男
子
野
球
部
と
調

整
し
た
り
、
近
く
の
施
設
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
借
り
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
練

習
は
厳
し
い
で
す
が
、
高
校
時
代
の
練

習
の
ほ
う
が
、
も
っ
と
し
ん
ど
か
っ
た

で
す
。
好
き
な
こ
と
を
続
け
て
い
る
の

で
、
苦
労
は
な
い
で
す
。
大
学
に
入
っ

て
、
1
年
生
で
も
試
合
に
出
ら
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
忙
し
い
中
で
も
、

父
も
母
も
試
合
を
見
に
来
て
く
れ
ま

す
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

私
の
夢
は
、
日
本
代
表
「
マ
ド
ン

ナ
ジ
ャ
パ
ン
」
で
す
。
将
来
は
、
女
子

プ
ロ
野
球
を
経
験
し
て
か
ら
、
教
員
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
北
の

高
校
に
は
、
女
子
野
球
部
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
、
家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
、

野
球
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
途
中
で
諦
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
東

北
の
高
校
に
女
子
野
球
部
を
創
設
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
時
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
よ
く
浪
江
の
海
に
「
ア
ジ
釣
り
」

に
出
か
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
女

子
野
球
で
頑
張
っ
て
、
浪
江
の
人
た
ち

に
元
気
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▲自宅前で、お父さんと菜々さん

埼玉県

　　
本
田
菜
々
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

　
　
苅
野
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
所
属

●
中
学
校
１
年
生
〜
３
年
生

相
双
中
央
シ
ニ
ア
、
福
島
シ
ニ
ア
、

女
子
プ
ロ
野
球
ユ
ー
ス
チ
ー
ム

（
ピ
ュ
ア
エ
ン
ジ
ェ
ル
）
所
属

●
高
校
　
花
咲
徳
栄
高
校

●
大
学
　
平
成
国
際
大
学

▲ユニフォーム姿の菜々さん
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福島西高校２年　石井あかねさん（棚塩）

将来は「人を助ける仕事」に就きたい。
そして、これまで支えてくれた人への
恩返しをしていきたい。

私
が
前
回
、
こ
こ
ろ
通
信
に
掲
載

さ
れ
た
小
学
５
年
生
の
頃
は
、
ま
だ

震
災
の
爪
痕
が
大
き
く
残
っ
て
い
る

時
期
で
し
た
。
避
難
場
所
で
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
の
か
不
安
な
気
持
ち

で
一
杯
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
新
し

い
生
活
に
慣
れ
て
い
き
、
不
安
な
気

持
ち
も
少
な
く
な
り
、
普
通
に
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
将
来
な
り
た
い
職

業
と
し
て
、「
人
を
助
け
る
仕
事
」
と

答
え
て
お
り
、
今
で
も
そ
の
こ
と
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
私
は
中
学
生
に
な
り
、

部
活
動
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部

し
ま
し
た
。
幾
世
橋
小
学
校
4
年
生

の
時
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
経
験
し
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
ま
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中
学
２
年

生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
特
設
陸
上
部

と
駅
伝
部
に
も
入
り
、
練
習
は
と
て

も
大
変
で
し
た
が
、
よ
り
充
実
し
た

中
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

高
校
は
、
福
島
西
高
校
に
進
学
し

ま
し
た
。
部
活
動
は
、
陸
上
部
に
入

り
ま
し
た
。
走
り
に
よ
り
磨
き
が
か

か
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
私
の
高
校
で
の
目
標
は
、
勉
強

と
部
活
動
の
両
立
で
す
。
理
由
は
、

将
来
の
夢
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ

う
大
学
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
と
、
そ
し
て
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
部
活
動
も

頑
張
り
た
い
か
ら
で
す
。

震
災
か
ら
２
０
１
７
年
で
６
年
が

経
ち
、
震
災
直
後
の
状
況
と
は
随
分

変
わ
り
、
新
し
い
生
活
場
所
で
あ
る

福
島
市
で
も
環
境
に
慣
れ
、
震
災
前

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
浪
江
町
の
友

達
と
は
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き

ず
、
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
、
成
人
式
な

ど
で
友
達
に
会
う
機
会
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
時
ま
で
楽
し
み
は

と
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
も
う
一
度
自
分
を
見
つ
め
直

し
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
も
う
少
し
年
月
が
経
ち
、
浪
江

に
完
全
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
今
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
人
た
ち
に
少
し
で
も
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
家
族
と
協

力
し
て
今
の
生
活
を
大
切
に
し
、
喜

び
や
悲
し
み
を
共
有
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
面

で
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

福島県

今回、平成23年12月号で取材させていただいた石井さんから、取材以降の気持ちの変化や
近況をお知らせいただきました。

▲私は陸上部で、妹・弟も中学校の特設駅伝部で頑張っ
ています。
　左から、あかねさん、あゆみさん（妹）、京輔さん（弟）

▲たまに時間が合えば３人で走っています。

特 別 編

●●●●
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